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	 eq \o\ac(□,1)　自己主張って何？
	 eq \o\ac(□,2)　言葉が大事！

	
	 eq \o\ac(□,3)　言い方はもっと大事！
	 eq \o\ac(□,4)  めざせ！本物の自己主張上手
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ねらい
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展開
	１．ピア･サポートの意味と６年生の授業で学習することを確認させる。
２．自己主張の仕方には大きく分けて、４つのパターンがあることを知らせ、その特徴をつかみ、違いがわかるようにさせる。

	活動項目
(所要時間)
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活動内容

	準備物

	1．はじめに (5)
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	導入：
○ﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄの意味：「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」
○小6の目標：「上手な自己主張ができるようになろう！」
○上手なとは？：自分の主張に「責任」をもつこと

相手に対して「思いやり」を示すこと
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	2．目標や流れの説明(1)
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	テーマ：「自己主張って何？」

目　標：「４つの自己主張パターンを知ろう」 
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	3.活動
この人どんな人？(32)
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	→プリントを配付する。

「次のクラスレクで何をするか」について話し合っている4人組の映像を見る。（映像提示ではなく指導者と補助者が、実際にモデル提示をしてもよい。）
【映像の見方・プリント記入の説明】

　観点は①「せりふ、言っていること」
②「声の大きさや速さ」
③「目や体の向き」や「表情」

最後にそれらをまとめて「印象：一言で言うとどんな人？」を書く。
【一度、全体の映像を流して見る】

→例として1番始め（赤）の人について全体シェアリングする。

本心は？

ドッジボール

①せりふ、言っていること

「ドッジボールが楽しいに決まってるじゃん！」
②声の大きさや速さ

声が大きすぎ、速い
③目や体の向きや表情

相手を見すぎていた、身を乗り出していた、怖い、無愛想

印象は？

強引な人、おしつける、怒ってる人

【２番目（黄色）の人の一部を、もう一度見る】　→個人で記入

【３番目（青）の人の一部を、もう一度見る】　　→個人で記入

【４番目（白）の人の一部を、もう一度見る】　　→個人で記入

⇒小グループになって、わからなかったところを教え合う。

· 全体シェアリング
２人目
３人目
４人目
声

普通、速い、早口
小さい、遅い
よい、普通
視線

表情

相手を見ていない、そっぽを向いている、手と足を組んでいる、無表情
下を見ている

暗い
みんなを見ている

笑顔、明るい
印象

やる気がない、めんどうくさそう、はっきりしない、いやみっぽい、曖昧
うじうじ、はっきりしない、自信がない、逃げ腰、気が弱い
まとめ役、冷静、

リーダー

自己主張の４パターンを知る
・自己主張は、大きく４つある。それぞれに、動物のニック・ネームをつけて説明。（児童にどの動物が当てはまると思うか、質問しながら進める。）
1人目：ライオン、攻げきパターン
自分の意見や気持ちを一番大事にして、相手の意見や気持ちは無視。乱暴な言い方で自分の意見や気持ちを相手に押し付ける。
2人目：キツネ、遠まわしの攻撃パターン

1つ目と同じ「攻撃的」だが、違いは言葉で言わずに、態度や表情などで「いやだ」｢不満｣を伝える。言うことと、することがずれる。 eq \o\ac(○,例)「怒ってないよ」と言いながら、言い方がムスッとしていて、本心は怒っていそう…。
3人目：ヤギ、受け身パターン

相手の意見や気持ちばかり考えて、自分の考えや気持ちは抑える。意見を言ったとしても、曖昧な言い方や、小さな声で分らないような言い方。
4人目：フクロウ、上手な自己主張パターン
自分の意見や感情をきちんと自分で確かめて、責任をもって主張する。しかもそれを押し付けるのではなく、相手の主張もしっかり聞く。
クイズで確認
· 次の自己主張はどのパターンに当てはまるか。（下線部を指導者が演技）
①「これでいい？」と聞かれるとどんな意見でも、にっこり笑って「いいよ」。
　②周りが意見をたずねると、「いいんじゃない？」と言うが、その言い方が面倒くさそうで大きなため息。
③相手の言ったことに対して「はぁ？（語尾を上げる）」と言って、にらみつける。
④「私はこっちの方がいいと思うけど、みんなはどうかな？」と自分の意見を言って、周りにも意見を聞く。

(①受け身、②遠まわしな攻撃、③攻撃、④上手な自己主張)
まとめ

○自分は普段、この中のどの自己主張パターンに近いだろうか。
○いつもこの4つのどれか1つのパターンで主張しているわけではない。
○ただ、この4パターンの中で、一番お互いを支え合ったり助け合ったりすることができるのは、どれか？⇒フクロウ（次回からこのことを詳しく学習）
	

	4．確認(3)
	
	・プリントを用いて学習の確認を行う。
→キーワード：「攻撃」「遠回しな」「受け身」｢上手な｣
	
　　 　　

	5．振り返り用紙記入(4)
	
	・各自で本時を振り返り、振り返り用紙を記入する。
	
　　 　　


	
	 eq \o\ac(□,1)　自己主張って何？
	 eq \o\ac(□,2)　言葉が大事！

	
	 eq \o\ac(□,3)　言い方はもっと大事！
	 eq \o\ac(□,4)　めざせ！本物の自己主張上手


	ねらい

展開
	１．上手な自己主張をするためには、３つの柱（「言葉」「声」「体」）に注意することが必要であることを理解させる。
２．上手な自己主張の「言葉」(①自分の主張の結論を言う、②結論の理由を言う、③相手にも意見を聞く」)を理解させる。

３．上手な自己主張の「言葉」を練習させる。

	活動項目
(所要時間)
	
	活動内容

	準備物

	1．復習 (5)
	
	復習：
○ﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄの意味：「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」
○小6の目標：「上手な自己主張ができるようになろう」（上手な＝責任、思いやり）
○自己主張4パターンの復習
攻撃パターン「ライオン」、遠まわしな攻撃パターン「キツネ」、
受け身パターン「ヤギ」、上手な自己主張パターン「フクロウ」
○これからどのパターンを目指すか？⇒「フクロウ」

	

	2．目標や流れの説明(1)
	
	テーマ：「言葉が大事」

目　標：「上手な自己主張の言葉を知ろう！」
	

	3.活動
何て言おうかな？(31)
	
	・前回の授業で使用したプリントAを用いて、上手な自己主張の３本柱を学ぶ。

・前回の授業のフクロウ（白）の映像をもう一度見せ（本時は言葉だけなので、指導者がゆっくり朗読する方法も効果的）、どんな「言葉」を言っていたか聞き取りをさせる。




ステップ1　自分の主張の結論を言う
・結論とは、自分が本当に考えていること、したいこと、
何としても相手に伝えたいこと、などのこと。
・この人の結論の言葉は？

・上手な自己主張では「結論」を、最初にはっきり言う。

ステップ2　結論の理由を言う
· ステップ1で話した結論が、「どうしてそうなのか」理由を説明する。

・理由をきちんと説明すれば、周りの人が自分の主張を理解し、受け入れやすくなる。

· ありがちなのは結論を言わずに、この理由ばかりを「だって何々で、これこれが、それでああなったから･･･○×△＊■･･･」というように続けて、まるで言い訳や説明ばかりになってしまうタイプ。

ステップ3　相手にも意見を聞く
· 上手な自己主張をするためには、自分の言いたいことだけを言って終わりにするのではなく、相手にも発言させるチャンスを与える。

· 自己主張するときは、最後に「あなたはどう思う？」とか、「どうかな？」などと、「？マーク」を付け加える。

・プリントAを配付する。
問題1．言葉を考える全体練習　

⇒「おにごっこしようよ。だって最近していないし。どう？」

　「おにごっこがいいな。たまには面白いから。面白そうじゃない？」

　「おにごっこがいいな。ボールが苦手な人もできるか。どう思う？」

　「おにごっこがいいな。校庭全部を使って遊べるし。どうかな？」
問題2．言葉を考えて自己主張してみる個別練習
⇒①言葉を考える。
　②2人組で言い合ってみる。
　③言葉のステップ3つが踏めていたかどうかチェックし合う。


全体シェアリング
○言葉の3つのステップに○がもらえた人は。
○それぞれのステップでは、どんなことを言ったか。
○3つの中で一番難しかったのは、どこだったか。

まとめ

○今日のような言葉で伝えることができると、自分の言いたいことをはっきり言うことができるし、相手にとってもわかりやすくなる。

○ただし、どんなによい言葉を使っていても、その言い方次第で、相手に与える印象は全く変わってくる。次の授業では、言い方を学習する。


	

	4．確認(3)
	
	・プリントを用いて学習の確認を行う。
→キーワード：「言葉」「結論」「理由」「聞く」
	
　　 　　

	5．振り返り用紙記入(5)
	
	・各自で本時を振り返り、振り返り用紙を記入する。
	
　　 　　


	
	 eq \o\ac(□,1)　自己主張って何？
	 eq \o\ac(□,2)　言葉が大事！

	
	 eq \o\ac(□,3)　言い方はもっと大事！
	 eq \o\ac(□,4)　めざせ！本物の自己主張上手


	ねらい

展開
	１．上手な自己主張の「声」(ちょうどよい声の大きさ、速さで言う)、「体」（１．顔と体を相手に向ける、話の内容に合わせた表情をする）を理解させる。
２．上手な自己主張を練習させる。

	活動項目
(所要時間)
	
	活動内容

	準備物

	1．復習と

導入(4)
	
	復習：
○ﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄの意味：「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」
○小6の目標：「上手な自己主張ができるようになろう」（上手な＝責任、思いやり）

○自己主張4パターン
○自己主張の3本柱：「言葉」「声」「体」

○「言葉」の3つのステップ：ステップ1．自分の主張の結論を言う

　　　　　　　　　　　　　　ステップ2．結論の理由を言う

ステップ3．相手にも意見を聞く

	

	2．目標や流れの説明(1)
	
	テーマ：「言い方はもっと大事！」

目　標：「声と体の使い方に気をつけて、自己主張を練習しよう！」
	

	3.活動
同じ自己主張？(31)
	
	モデル提示（映像）を見ながら「声」「体」の違いを考える
· 場面「上手な自己主張を忘れないために、フクロウ・グッズを作ろう！」

プリントAを配付。

同じ言葉だが、4人の「声」と「体」の使い方に違いがある。
その違いを見つけてもらう。
→【言葉】「ぼく/わたしはフクロウのバッグがいいと思う。

持ち歩けて、周りの人にもアピールできるから。どうかな？」
· 全体シェアリング（以下の意見が出るとよい）
【声に関すること】

· ちょうどよい速さ、普通、聞きやすい、大きすぎず･小さすぎない声の大きさ

【体に関すること】

・姿勢：体ごと相手に向けている

· 視線：みんなを見ている

· 表情：笑顔、歯が見えている
上手な自己主張のときの「声」と「体」のポイント
２本目の柱「声」のポイント
ちょうどよい声の大きさ、速さで言う

・相手が近くにいるのに、やたらと大きな声で話すと、相手はその人に近づきたくなくなる。反対に聞こえないくらいの小さな声で話すと、相手はこうして（実際にしてみる）耳を近づけなくてはならず、相手を疲れさせてしまう。

· 速さは、速すぎると相手が聞き取れなくなり、遅すぎるとイライラする。

３本目の柱「体」２つのポイント
１．相手に顔と体を向ける
· どちらもいい加減な感じを与える：顔は向けていても体がねじれている。反対に体は相手を向いているけれど、視線は他の方へいっている。

２．話の内容に合わせた表情をする
· 映像の中の上手な自己主張の人は、笑顔で話していた。もちろん、いつも笑顔がよいとは限らない。真面目な話をしているときに、笑顔だと、ニタニタしていると勘違いをされるかもしれない。

· 表情は、話の内容と一致させるようにすることが大事。

自己主張の３本柱を練習しよう
· 映像の中で話し合っていたことと同じ、「フクロウグッズを作ろう！」について自己主張し合う。プリントB配付。

· 1本目の柱「言葉」を考えて書く。
・2，3本目の柱「声」「体」に注意して自己主張し合う（3人組）。
1番　　　　　　　　2番　　　　　　3番

自己主張する　　　次に自己主張　　　　観察者

観察者　　　　　　自己主張する　　　次に自己主張

次に自己主張　　　観察者　　　　　　自己主張する

全体シェアリング
○どのチェックポイントに○をもらえたか。
○今日、一番難しかったのは、どこだったか。
○上手な自己主張の仕方を使って話してみて、どんな気持ちがしたか。
まとめ
○自己主張する機会は、これからどんどん増えていきます。

○身近には、今日学習したような自己主張のポイントがとても上手な人がいるでしょう。そんな人を探して、お手本にしながら、日々練習していこう。


	

	4．確認(4)
	
	・プリントを用いて学習の確認を行う。
→キーワード：「声」「体」「ちょうどよい」「顔」「体」「表情」
	
　　 　　

	5．振り返り用紙記入(5)
	
	・各自で本時を振り返り、振り返り用紙を記入する。
	
　　 　　


	
	 eq \o\ac(□,1)　自己主張って何？
	 eq \o\ac(□,2)　言葉が大事！

	
	 eq \o\ac(□,3)　言い方はもっと大事！
	 eq \o\ac(□,4)　めざせ！本物の自己主張上手


	ねらい

展開
	１．おたがいに上手な自己主張を完成させるために、人と主張し合うときには、
どんな意見でもまずは受け止めてみることが必要であることを学ばせる。
２．小集団（３人グループ）において、上手な自己主張の練習をさせる。

	活動項目
(所要時間)
	
	活動内容

	準備物

	1．復習と

導入 (4)
	
	復習：
○ﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄの意味：「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」
○小6の目標：「上手な自己主張ができるようになろう」
○上手な自己主張の3本柱：「言葉」「声」「体」
声のポイント：ちょうどよい声の大きさ、速さで言う
体のポイント：１．相手に顔と体を向ける

２．話の内容に合わせた表情をする

	

	2．目標や流れの説明(1)
	
	テーマ：「めざせ！本物の自己主張上手」

目　標：「相手の主張もきちんと聞こう。」
	

	3.活動
上手に自己主張し合おう(31)
	
	上手な自己主張の聞き方を探る
· 前時の教材確認。

· 本物の自己主張上手になるためには、自分が「主張するばかり」ではいけない。上手に主張するのと同じくらい、上手に「聞く」ことができる人が本物。（「話し上手は聞き上手」という言葉もある。）
・これから「聞き方」についての映像を見る。特に聞いている人が言っている「言葉」に注意して見ていよう。
→まずは、1回目の映像を提示。1回目が終わったところで一時停止。
· 全体シェアリング：どんな言葉を言いながら聞いていたか。
⇒「えー」「やだ」「つまらない」「変なの」
相手の主張や、相手自身をバカにしたり、傷つけたりするようなあいづち
· 聞き方には大きなポイントがある。
☆相手に体を向ける
☆話に合わせた表情で聞く　　は自己主張をするときと同じ。

　新しいポイント
相手の主張を受け止めたあいづちをうつ

＊あいづちの意味を知らなければここで説明。２年次からピアの授業を受けていれば学習済み。

· 相手の主張を聞いて、違うと思ったり、言いたいことがあったりしても、まずは相手の主張を受け止める。

· どのようにすれば、相手の主張を受け止めたあいづちになるのか。コツが２つある。その２つを見つけ出すために「２回目」を見よう。
→モデル提示用映像
・全体シェアリング：どんな「あいづち」をうっていたか？（意見をｶﾃｺﾞﾘｰ分けして板書）
全体

1回目のような、相手を攻撃することは言わない。

ちゃんと聞いていた。相手の話を聞いている感じがした。
コツ１

「カレンダーか。」「いろいろなところか。」
コツ２

「あぁ、そっか。そうだね！」「なるほど。」「いい考えだね。」

聞き方のコツを知ろう

１つ目のコツ：相手の言葉をくり返す
 eq \o\ac(○,例)「カレンダーがいいな」→「カレンダーか」
「いろいろなところに貼れるから」→「いろいろなところか」
· 相手の言葉を繰り返すことで、相手の主張について、自分の頭の中で考えやすくなる。また、相手に対して言ったことを確認することもできる。
２つ目のコツ：自分の考えになかったことは認める
· 自分よりよい意見や、思ってもいなかったことを言われると、つい「でも」「だって」などと言ってしまうことがある。そうすると雰囲気が悪くなり、相手は「この人は自分の話を聞いてくれない人」と感じる。
· 聞くときには、まず「うん」「なるほど」「そうか」「そういう考えもあるね」などと、素直に相手の主張を認める。その上で自分の主張をする。
聞き方のコツを使って練習をする（全体）
· プリントA配付。プリントの流れに沿ってあいづちを考える。（まずは個人作業をして、その後、小グループで相談させるとよい。）
· 全体シェアリング
これまで学習した全てのコツを使って自己主張し合う練習をする（個人）
· 前回の授業に書いた「フクロウグッズを作ろう！」を用いて、3人グループで自己主張する。本時のプリントAの裏にあるチェック欄も使用。

全体シェアリング
○特に今日は、あいづちを上手に打てたか。難しいのは、どこか。
○相手を受け止めたあいづちが打てたとき、どう思ったか。
○お互いに上手な自己主張の仕方ができるとどんなよいことがあるか。
まとめ

○自分の主張を聞いてもらうためには、相手の主張も聞くことが大事。
○ピア･サポートは「周りの人」と「自分」の両方を大切にする。そのことを忘れないように、自己主張を合うクラスにしよう。
	

	4．確認(4)
	
	・プリントを用いて学習の確認を行う。
→キーワード：「受け止めたあいづち」「くり返す」「認める」
	
　　 　　

	5．振り返り用紙記入(5)
	
	・各自で本時を振り返り、振り返り用紙を記入する。
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ぼくはおにごっこがいい
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どうかな？








そういう楽しい遊びは他にもあった方がいいと思うから。




















ぼくはおにごっこがいいと思う。











